
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 高知県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

平成１９年度～２１年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

25,919

49,476

4,400

(1,600)

79,795

(1,600)

四万十源流域魅力体感プロジェクト

大野見天満宮前
キャンプ場施設
整備事業

四万十源流の家
リニューアル事業

四万十源流域イ
ベント補助金

水洗式トイレ（障害者用含む。）、シャワー施設、農林産品販売所兼休憩
所の設置

宿泊施設『四万十源流の家』及び『バンガロー』の改修

⑥観光振興・交流プロジェクト

大野見しんまいフェスタ・アメゴ釣りな祭・大野見地区夏まつり補助金

総　　　計

その他特記事項

中土佐町

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
平成18年1月1日に旧中土佐町と旧大野見村が合併し、新「中土佐町」が誕生した。新町は黒

潮や四万十川に象徴される豊かな自然に恵まれており、この山、川、海を活かした産業の活性
化と速やかな一体感の醸成が求められている。

本プロジェクトに挙げる大野見地区は、町内でも少子高齢化比率が高く、平成22年度には高
齢者比率が40％を超えると推定され、基幹産業である農林業の衰退も年ごとに深刻さを増して
いる。しかしながら、この地域は四万十川源流の恵まれた自然環境を有しており、来訪者が自然
を体感できる観光施設の整備を推進することにより、グリーンツーリズムによる体験・滞在型観光
の振興など自然の恵みを活かした産業の活性化による町づくりを行う。

（具体的な成果目標）
新町建設計画の町の将来像に掲げる、自然を「体感」できるまちの実現を図るとともに、交流

人口の増大を目指す。また、少子高齢化が予想されるなか、地域住民の憩いの場、交流の場と
しての役割も図る。
【大野見天満宮前キャンプ場施設整備事業】キャンプ場利用者数を平成18年度実績1,200人に
対し、3年後に1,600人を目標とする。また、農林産物販売所での販売額の目標を3年後に300千
円とする。
【四万十源流の家リニューアル事業】リニューアルオープンに伴う地元食材調達などによる地元
波及効果を過去3ヵ年平均10,490千円を、21年度に13,782千円を目標とする。

http://www.town.nakatosa.lg.jp/

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要



様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 高知県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

平成１９年度～２３年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

16,406

(1,650)

29,384

(15,295)

4,470

(1,096)

50,260

(18,041)

備蓄品整備事業 災害時用食料、飲料水、毛布、簡易トイレ等の備蓄

総　　　計

その他特記事項

自主防災組織育
成支援事業

防災資機材整備、防災公演会開催、自主防災組織結成時活動補助金

防災行政無線整
備事業

防災行政無線個別受信機、屋外拡声子局の整備、維持管理

⑨安心・安全なまちづくりプロジェクト

http://www.town.nakatosa.lg.jp/

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

中土佐町

災害を防ぐプロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
次回の南海地震では、津波等による甚大な被害が発生することが予想されるため、早急な対

策が必要不可欠となっている。また、近年多発傾向にある局地的な大雨や台風などの豪雨災
害に対しても、対策が必要である。

本プロジェクトは町内全域を対象に、災害による人的被害を最小限に抑えることを目的とし、自
主防災組織育成・支援などの住民力の強化、学校等公共施設の耐震化、住家の耐震対策への
支援及び防災行政無線の維持管理と難聴地域の解消のため整備等を実施し、自助・公助・共
助の連携した防災力の向上を図る。

（具体的な成果目標）
【自主防災組織育成・支援】
　自主防災組織の組織率　56%（H19） → 100%（H23）
【防災行政無線整備事業】
　難聴地域の解消　　可聴地域　92%（H19）　→　100%（H23）
【災害時備蓄品整備】

高知県平成23年度末までに、第２次高知県地震対策基礎調査から算出した目標備蓄量を確
保することを目標とする。
　備蓄品目　　　　現在数　→　目標数
　　○食料　　　　2,760食　→　11,383食　　　　　○生理用品　　 　　0ｾｯﾄ　→　682ｾｯﾄ
　　○粉ミルク　　　　　0ｋｇ　→　4ｋｇ　　　           ○大人用オムツ　  　0枚　→　55枚
　　○毛布　　　　　　95枚　→　2,726枚　　　　　　○子供用オムツ 　 　0枚　→　262枚
　　○トイレ　　　　　   0基　→  32基



様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 高知県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

平成１９年度～21年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）
（うちH21事業費）

11,385
(2,880)
14,352
(4,320)
4,484
(1,606)

15,478

(5,353)

3,525
(1,108)
4,704
(1,759)
8,076
(3,810)
8,295
(2,765)
23,258
(6,950)
22,060
(7,645)
115,617
(38,196)

総　　　計

その他特記事項

乳幼児医療
乳幼児の保健の向上と福祉の増進を図るとともに、子育て家庭の負担を
軽減するため、就学前の乳幼児に対する医療費の一部を支給する。

母子家庭医療費
母子家庭の生活の安定と福祉の向上を図るため、母子家庭にかかる医療
費の一部を支給する。

スクールバス事
業

大野見中学校の北小学校区に対し、遠距離通学の支援としてスクールバ
スを運行する。

教育相談事業
保護者の子育て・教育に関する相談を受けたり、地域教育の推進に係る
取り組みを実施する。

遠距離通学補助
施策

大野見小・中学校、上ノ加江中学校ヘ遠距離通学をする学童・生徒を支
援するため、通学費用等の補助又は定期バスの乗車券を交付する。

青少年健全育成
施策

地域青少年の健全育成及び少年犯罪予防のため、連絡会議や見回り活
動を実施する。

不登校対策推進
事業

不登校児童生徒の学校復帰、就学前及び義務教育終了後の児童生徒
の支援を促進する。

放課後児童健全
育成事業

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校１年から３年生の児童を
対象に、遊びを主とした集団生活を通じ子どもの健全育成を図るため、子
どもたちが安心して過ごせる適切な場所を提供する。

子育て支援金
３人以上の子ども（就学前まで）を養育している保護者に対して、子育て
支援金（年額６万円）を支給し、子育て世帯の負担を軽減する。

子育て支援対策（保
育料減額対策）

保護者の負担を軽減するため、保育入所全世帯に対して子ども1人あたり
2,000円の減額／月をし、子育て世帯の負担を軽減する。

③少子化対策プロジェクト

http://www.town.nakatosa.lg.jp/

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

中土佐町

子育て応援プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
　 子どもを産み育てやすいまちづくりを実現することを目的に、子育て世帯の経済的・精神的支
援を実施、具体的には保育への援助・学齢期の子を持つ世帯の援助・遠隔通学世帯への援助
等を実施する。
　また、近年、核家族化や地域の人とのつながりの希薄化により、育児不安や児童虐待など子
育てに関する問題も変化している。さまざまな問題を抱えていても、相談者自らが訴えを出して
こないケースが増加しており、地域の関係機関と連携した早期発見・早期対応が必要なことか
ら、教育相談事業や青少年育成事業などの実施を通じて地域のネットワークを構築し、子育て
環境の充実を図る。

（具体的な成果目標）
　出生率の向上　５．０％→５．６％

人口に対する０歳～義務教育期の児童・生徒数の占める割合の向上 ８．２％→８．８％


